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出題内容：水族繁殖学  

出題番号 221 

以下の文章を読み，問いに答えなさい。 

卵巣の内部は多数の卵巣（ア）で占められ，卵巣（ア）には多数の（イ）が存在する。（イ）は 

（ウ）と卵母細胞からなり，（ウ）は外側から（エ）細胞層，基底膜，および（オ）細胞層から構 

成されている。卵原細胞から卵へ発達する過程を卵形成という。卵原細胞は（カ）分裂により増 

殖したのち（キ）を開始した段階で卵母細胞と呼ばれる。開始したばかりの（キ）は第１減数分裂

前期の段階で停止し，卵成熟期に至るまで（キ）は再開されない。 

（１）（ ）内ア～キに入る用語を答えなさい。（１４点） 

（２）下線部の記述において，卵母細胞から卵に至る発達過程を順を追って説明しなさい。 

（１１点） 

 

出題番号 222 

以下の文章を読み，問いに答えなさい。 

水産養殖において，性統御が求められる魚種が存在する。そのような性によって価値が異なる 

魚種のうち，例えば，白子が高価なトラフグでは全雄生産が，子持ち鮎が高価なアユでは全雌生 

産技術が開発されている。両種は XX/XY型遺伝的性決定様式を持っており，全雄生産のためには 

超雄（YY雄），全雌生産のためには偽雄（XX雄）を作出し，その精子を通常雌（XX雌）の卵に媒 

精することで，それぞれ全雄，全雌集団を作出することができる。YY雄，XX雄を作出する方法 

は，染色体操作によって作出を狙う戦略と，ホルモン処理による性転換魚を利用して作出を狙う 

戦略が考えられる。 

（１） 染色体操作によって YY雄を作出する方法を説明しなさい。（５点） 

（２） 染色体操作によって XX雄を作出する方法を説明しなさい。（５点） 

（３） ホルモン処理を利用して YY雄を作出する方法を説明しなさい。（５点） 

（４） ホルモン処理を利用して XX雄を作出する方法を説明しなさい。（５点） 

（５） ホルモン処理を利用した YY雄作出を試行する場合，作出した集団から YY雄を特定する必

要がある。ゲノム上の性特異的配列がわかっていない場合，YY雄を特定する方法を説明し

なさい。（５点） 

 

 

 

 

 

※令和５年８月実施大学院入試・出題番号 221において出題ミスがありました。 

 記号の記された穴埋め部分に誤表記があったため、過去問として公表するにあたり、 

 当該箇所の正答を赤字で示した状態としております。 

 詳細につきましては、北海道大学水産学部・水産科学院ホームページよりご確認ください。 

 https://www2.fish.hokudai.ac.jp/admission/mcdc.html 

 

 

 








